


















 

はじめに 

 核家族の増加,共働き家庭の増加,情報過剰による育児ノイローゼなど社会環

境の変化に伴ない,乳幼児の育児についての悩みごとが増えてきている。このよ

うな現状において,市町村では乳幼児の保健サービスとして各種の事業を行い,

保育者のニーズに対応しているが,最近では各家庭の身近かにある電話を利用

して育児に関する相談を求める声が多くなってきている。これらの要求に答え

るべく市町村に定例の「電話育児相談事業」を開設し,その利用状況の分析によ

り保育者のニーズの把握,相談のあり方を考察し,今後の地域における母子保健

サービスのあり方を考える一助とした。o 


